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自動車を取り巻く環境変化が加速 

渡邉　ここ最近，電動化で自動車そのものが変わ
りつつあることに加え，コネクテッド化やシェア
リング，自動運転など，モビリティとしての自動
車のあり方を変えていくような技術やサービスが
発展し始めています。本日は，自動車を中心とし
たモビリティの未来について考えていきますが，
まずはこうした動向に対する見解をお聞かせくだ
さい。
貫井　自動車はモビリティとして利便性が高い反
面，渋滞による経済損失，環境負荷や交通事故な
どの社会的課題も生じさせています。また，個人
所有の自動車の場合，稼働率が低く有効活用され
ていないという見方もあります。昨今の環境変化
は，技術の進歩だけでなく，それら自動車を取り
巻く課題の解決をめざす動きに牽（けん）引され

モビリティの未来へ，つながりを深め，価値を生み出す
超スマート社会の一翼として

人を中心にサイバー空間とフィジカル空間が高度に融合した「超スマート社会」の実現に向け，
IoTを基盤とするSociety 5.0の取り組みがさまざまな分野で進んでいる。自動車の自動運転やコ
ネクテッド化により，自動車そのものや交通システム全体の最適制御をめざすスマートモビリティ
も重点分野の一つであり，その実現をめざす動きが加速している。
日立グループは，自動車のあり方を変えていく新たな潮流をどのように捉え，自動車関連事業を
展開し，モビリティの未来を開拓していくのか。自動車産業・自動車周辺産業・自動車と関わりの
深いサービス産業の3分野のキーパーソンが語り合う。
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ているため，今後も加速していくことは間違いな
いでしょう。
山足　電動化の動きはこの1年で急速に進み，自
動運転についても，これまでのロードマップでは，
SAE Internationalの定義したレベル0～5のう
ち，レベル3が2020年頃，レベル4は2026年以
降が実現のめどとされてきましたが，前倒しされ
る可能性があります。異分野であったIT企業の
参入もあり，全般的に変化のスピードが速まって
いますね。ビジネス面でもそのことを念頭に対応
しなければならないと強く感じています。
津田　モビリティについて考えるときに重要なの
は，それ自体が社会インフラであると同時に，道
路や通信などの他の社会インフラとも切り離せな
いということです。特に，自動運転の本格的な普
及に向けては，道路インフラがどうあるべきかと
いうビジョンも必要です。これを機に，モビリティ
のあり方について社会全体で見直していくことも
必要かもしれません。
山足　道路インフラに関しては，ITS（Intelligent 
Transport System）が少しずつ実現しつつありま
すが，技術面でこれからの重要なポイントとなる
のは，自動車とインフラをいかにつなげるかです
ね。その通信手段として，次世代通信規格の「5G」
の実用化に向けた検討や，車車間（C2C：Car to 
Car）や路車間（C2I：Car to Infrastructure）など
の「C2X」通信技術を支えるデバイスの開発が進
んでおり，今後，新たな機能やサービスの実現も
期待されます。

データ活用とサービス事業の 
拡充をめざす

渡邉　そうした動きを踏まえつつ，日立グループ
として具体的にどのような事業を展開していくの
か，現状や将来像についてお話しいただけますか。
山足　日立オートモティブシステムズ株式会社は
部品事業を主体としてきましたが，最近は，部品
だけでなくコネクテッドサービスのSI（System 
Integration）も求められることが増えており，今
後は自動車メーカーに対するサービス事業も拡大
していく計画です。
　部品に関しては，モータやインバータなど電動
化を支えるコンポーネント，自動運転の進展に
伴って電動化が進む各種アクチュエータなども，
私たちの強みが発揮できる分野として力を入れて
います。また，自動運転化やコネクテッド化など
の潮流によって自動車とITとの融合が進む中で，
ソフトウェアの重要性も高まっており，その強化
にも取り組んでいます。部品分野では事業のグ
ローバル展開を推進してきましたが，今後はサー
ビスやソフトウェアの分野でもグローバル化を
図っていきます。
津田　日立製作所産業・流通ビジネスユニットの
モビリティ＆マニュファクチャリング本部では，
IoT（Internet of Things）技術で収集される自動
車のデータとその解析技術によって，自動車産業
の設計・製造，試作・研究開発といった領域の革
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新を支援することを大きなテーマに，日立オート
モティブシステムズやクラリオン株式会社と連携
してソリューションを開発しています（図1参照）。
　例えば，部品の稼働データや車両の走行データ
を収集・解析して自動車メーカーの設計・製造ラ
インにフィードバックすることにより，マニュ
ファクチャリングのスマート化を支援するソ
リューションなどを開発しています。走行データ
やECU（Electric Control Unit）などの機器デー
タは，自動車産業だけでなく，保険などの周辺産
業の新たなサービス創出にも活用できると期待さ
れており，さまざまな可能性を探っているところ
です。
貫井　私は未来投資本部でデジタルソリューショ
ン事業の新規立ち上げをミッションとしていま
す。現在は，本格的な自動運転・コネクテッド時
代の到来を見据え，津田さんとはまた違った切り
口 か ら， ビ ッ グ デ ー タ 解 析 やAI（Artificial 
Intelligence）技術によるデータ活用ソリューショ
ンの提供に取り組んでいます。米国でトラック
リースなどを行っている企業との協創の事例で
は，保有する約54万台のトラックの走行データ

や，全米で約600か所の修理拠点のメンテナンス
データを解析することで，メンテナンスのコスト
ダウンをめざしています。今後は，メンテナンス
技術の継承，稼働率や安全性の向上といった，さ
らなる価値を提供していきたいと考えています。
そうしたソリューション協創と並行して，次世代
のモビリティを切りひらいていく事業の実現もめ
ざしています。

商用車の最適運用が 
一つのカギに

渡邉　現在，日本政府が進めている超スマート社
会の実現に向けた取り組み，Society 5.0の中で
も，自動運転やコネクテッド化によるスマートモ
ビリティの実現は大きな要素の一つです。社会イ
ンフラや交通インフラがクラウドを介して車両と
つながり，新しい価値やビジネスが創造されてい
く次世代のモビリティでは，どのようなことがカ
ギになると思われますか。
津田　モビリティの未来を考えるうえで注目すべ
きなのは商用車ではないかと思います。自動車の
世界総生産台数は，現在約9,000万台で，内訳は
乗用車が約6,000万台，商用車が約3,000万台で
す。業界の一つの見方としては，これが2035年
には1億2,000万台に増加するものの，乗用車は
約6,000万台のまま横ばいし，商用車が約6,000
万台に倍増すると予想しています。ニューモビリ
ティと呼ばれる，小型のシェアリングカーや近距
離の配送車などが急増すると見られているので
す。そうなると，それらを最適に運用して円滑な
輸送を実現することが課題となるでしょう。自動
運転やコネクテッドの技術を適用しながら，電車
やバスなども含めたモビリティ全体でのシームレ
スな連携をどう実現するかが重要になると思われ
ます。
貫井　商用車という切り口で考えると，現在はバ
スのような定ルート・定期運行のもの，タクシー

図1│グループ連携によるソリューション開発
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のような不定ルート・不定期運行のものが主です
が，過疎化が進む地方などでは，定ルート・不定
期運行のモビリティが重要性を増していくかもし
れません。コミュニティバスで人と荷物を一緒に
運ぶことや，ペットボトルなどの資源回収を同時
に行うといったことで，コストを抑えながら移動
手段を確保するサービスなども考えられるのでは
ないでしょうか。
津田　国土交通省が，2017年9月から過疎地に
おける貨客混載の規制を緩和しましたから，やり
方次第では，地域全体での輸送効率の向上や新し
いビジネスモデルの創出につながりそうですね。
貫井　日立グループの強みを生かすモデルとして
は，システムをつないで価値を創出することが考
えられます。例えば，定ルート・不定期運行のモ
ビリティと地域の病院の予約システムをつない
で，空いている時間に診察できるように迎えに行
くなど，人とモノをつなぐことで効率化できる領
域はまだまだたくさんあります。モビリティの未
来をひらくカギもそのあたりにありそうです。

「越境」できるチームづくりを 

津田　そうした強みを生かすには，グループ内の
情報や技術の共有を進める必要もありますね。お
客様のオーダーに対応するだけでなく，日立とし
てモビリティの未来の姿をどう考え創造していく
のかという長期的なビジョンを持ち，それに基づ
いてグループ内の技術やサービスを整理し，連携・
融 合 を 図 る こ と や，IoTプ ラ ッ ト フ ォ ー ム
Lumadaなどをベースに技術を横展開していくこ
とが重要になるでしょう。
　また，モビリティ全体で見れば，自動車だけで
なく，鉄道や各種インフラなども含まれます。関
連分野の人たちが，若い世代も含めて一緒に具体
的な会話ができる場をつくれると，新しいものが
生み出せる可能性も高まると思います。

山足　技術の横展開では，自動車のOTA（Over 
The Air）ソフトウェア更新技術を工場機器のアッ
プデートに応用するという事例もあり，同様のこ
とがさまざまな領域で可能だと思います。日立
オートモティブシステムズとしても，産業・流通
ビジネスユニットをはじめとするグループ内連携
をさらに拡大していきたいと考えています。
貫井　自動車に関わる技術やビジネスには，大き
く3つの軸があります（図2参照）。自動運転技術
や電動化などの自動車そのもの，道路や信号，通
信，さらには保険や免許制度も含めた広い意味で
のインフラや周辺産業，そして，それらをベース
にコネクテッドなどの新しい技術を使ったサービ
スビジネスです。モビリティのスマート化は，そ
れらが相互に関連しながら進んでいきますが，最
近では小売業が物流も行うなど，プレーヤーがビ
ジネス領域を越境する例も増えています。お客様
が越境するときに，日立もまた越境できなければ
なりませんから，モビリティをキーワードとした
グループ内での越境チームづくりの必要性も感じ
ています。
渡邉　超スマート社会やモビリティの未来を考え
たとき，人やモノとシステムとをつなぐ技術や方
法が今後一層重要になりますね。日立グループと
しても，幅広い技術と事業をつなぐことで強みを
発揮し，スマートモビリティの実現に貢献するこ
とをめざしていきましょう。本日はありがとうご
ざいました。

図2│自動車関連技術・ビジネスをめぐる3つの軸
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